
包括ケア構築と保険外サービス
介護・医療の産業化急務

新
築
に
勝
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

次
世
代
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
創
出

食
か
ら
考
え
る
認
知
症
ケ
ア

報
酬
に
頼
ら
な
い
高
齢
者
住
宅

不
動
産
デ
ベ
の
ア
セ
ッ
ト
戦
略

財
政
破
綻
し
た
夕
張
か
ら
学
ぶ

ＣＳ向上やコスト減に有効法的グレーゾーン解消も中鎖脂肪酸で脳機能向上

サ付きか住宅型が主流に病院依存からの脱出 アジア含め室目指す

第５回地
域
医
療
連
携
推
進
の
取
組
み

横
断
的
な
体
制
で
地
域
統
治
を

慢
性
期
医
療
か
ら
見
た
今
後

総
合
診
療
医
が
認
知
症
診
療
を
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我
々
は
今
後
の
注
力
分

野
の
１
つ
に
高
齢
者
住
宅

の
開
発
や
運
営
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
人
口
減
や
生
産

年
齢
人
口
が
低
下
す
る
中

で
、
需
要
増
が
見
込
め
る

層
だ
と
い
う
こ
と
、
空
室

リ
ス
ク
が
限
定
的
で
あ
る

こ
と
、
長
期
契
約
が
基
本

で
あ
る
こ
と
が
こ
の
分
野

の
魅
力
で
す
。

　
戦
略
と
し
て
は
１
０
０

万
人
以
上
の
都
市
に
集
中

投
資
し
、
事
業
安
定
性
の

あ
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
選

定
し
ま
す
。
重
要
な
の
は

賃
料
が
適
正
水
準
に
あ
り

継
続
性
が
あ
る
の
か
と
い

う
観
点
で
す
。
今
後
は
ア

ジ
ア
も
含
め
３
０
０
０
室

の
保
有
を
目
指
し
ま
す
。

三井ホーム
大坪浩二
マネジャー

　
今
後
、
高
齢
者
住
宅
に

は
①
利
用
者
の
持
家
の
運

用
、②
相
続
の
相
談
、③
飲

酒
可
、
④
終
の
棲
家
と
し

て
の
安
心
感
、
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
サ
付
き
住
宅

ま
た
は
住
宅
型
有
老
で
、

介
護
保
険
と
自
費
の
混
合

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施

設
が
主
流
に
な
る
で
し
ょ

う
。
広
い
部
屋
や
夫
婦
部

屋
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
の

催
し
な
ど
が
重
視
さ
れ
る

こ
と
も
予
測
で
き
ま
す
。

　
当
社
で
は
、
流
山
・
松

戸
・
柏
エ
リ
ア
で
の
地
域

包
括
ケ
ア
モ
デ
ル
や
、
駅

近
の
都
市
型
モ
デ
ル
な
ど

を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
は
、小
多
機
、Ｇ

Ｈ
、
サ
付
き
住
宅
を
組
み

合
わ
せ
た
次
世
代
都
市
型

の
モ
デ
ル
を
運
営
し
て
い

ま
す
。ま
た
、ミ
サ
ワ
ホ
ー

ム
グ
ル
ー
プ
で
は
、
築


年
で
も
新
築
に
勝
る
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
Ｃ

Ｓ
向
上
や
コ
ス
ト
削
減
、

業
務
効
率
改
善
に
繋
が
り

ま
す
。
土
地
探
し
か
ら
介

護
事
業
運
営
、
相
続
・
事

業
継
承
ま
で
、
ト
ー
タ
ル

に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
高
齢
者
の
ケ
ア
に
お
い

て
栄
養
面
に
関
す
る
介
入

の
効
果
は
高
い
で
す
。

　
デ
イ
の
昼
食
に
中
鎖
脂

肪
酸
オ
イ
ル

グ
ラ
ム
を

週
に
３
回
取
り
入
れ
た
結

果
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
の
周
辺
症
状
が
落

ち
着
き
、
食
後
に
脳
機
能

向
上
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
病
院
・
施
設
で

は
高
齢
者
個
々
の
状
態
に

応
じ
、
こ
う
し
た
オ
イ
ル

や
必
要
な
栄
養
素
、
ト
レ

ハ
ロ
ー
ス
な
ど
を
加
え
る

こ
と
で
嚥
下
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　
食
事
を
準
備
す
る
人
と

食
べ
る
人
の
距
離
が
近
い

空
間
づ
く
り
も
有
効
な
ア

ク
セ
ス
で
す
。

　
２
０
０
７
年
の
財
政
破

綻
で
夕
張
の
病
床
は
９
割

減
少
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
３
大
疾
病
に
よ
る
死

亡
率
が
下
が
り
、
老
衰
に

よ
る
死
亡
率
が
増
え
ま
し

た
が
、
全
体
の
死
亡
率
は

変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

医
療
費
は
減
少
、
施
設
看

取
り
が
増
加
し
ま
し
た
。

　
住
民
の
意
識
が
病
院
依

存
か
ら
脱
し
、
予
防
医
療

に
注
力
し
て
終
末
期
医
療

を
受
け
ず
に
天
命
を
待
つ

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
影

響
し
て
い
ま
す
。
必
要
な

こ
と
は
共
同
体
全
体
で
こ

う
し
た
意
識
を
持
つ
こ
と

で
す
。
こ
の
時
代
に
必
要

な
医
療
の
在
り
方
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
経
済
産
業
省
は
①
予
防

・
早
期
診
断
の
重
点
化
、

②
地
域
産
業
や
ス
ポ
ー
ツ

関
連
産
業
と
連
携
し
た
保

険
外
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
創

出
、
③
生
涯
現
役
社
会
の

構
築
、
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
次
世
代
ヘ
ル
ス
ケ
ア

産
業
協
議
会
で
は
、
法
的

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
解
消
、

人
材
教
育
と
派
遣
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
３
月
に
は

厚
労
省
、
農
水
省
と
連
名

で
優
良
事
例
を
共
有
で
き

る
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
活
用

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
策
定
し

ま
し
た
。
関
連
フ
ァ
ン
ド

も
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業

の
発
展
を
支
援
し
ま
す
。
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▲熱心に耳を傾ける聴講者

　
７
月

日
・

日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

催
し
た「
高
齢
者
住
宅
フ
ェ
ア
２
０
１
６
㏌
東

京
」。同
時
開
催
の「
高
齢
者
住
宅
セ
ミ
ナ
ー
」全


講
座
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
連
載
で
お
届
け
す
る
。

　
来
年
４
月
２
日
よ
り
、
地

域
医
療
連
携
推
進
法
人
制
度

が
施
行
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は
、

ダ
ボ
ス
会
議
に
お
け
る
安
倍

首
相
の
「
日
本
に
も
大
規
模

病
院
が
で
き
て
然
る
べ
き
」

と
い
う
発
言
か
ら
創
設
に
取

り
組
ん
で
き
た
も
の
で
す
。

地
域
医
療
構
想
・
地
域
包
括

ケ
ア
達
成
に
向
け
た
認
定
制

度
で
あ
り
、
競
争
よ
り
協
調

を
高
め
、
地
域
に
お
け
る
質

の
高
い
効
率
的
な
医
療
提
供

体
制
の
確
保
が
目
的
で
す
。

　
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人

が
司
令
塔
と
し
て
地
域
全
体

を
統
治
す
る
こ
と
で
、
急
性

期
病
院
か
ら
回
復
期
病
院
へ

の
病
床
融
通
や
慢
性
期
病
院

の
機
能
転
換
に
よ
る
在
宅
医

療
の
充
実
、
医
療
機
関
と
高

齢
者
住
宅
と
の
連
携
強
化
な

ど
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
事

業
者
に
は
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
精
神
病
床
の
削
減
は
国
家

的
課
題
で
す
が
、
今
後
増
加

す
る
認
知
症
患
者
の
入
院
先

は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。私
は
、

削
減
し
た
精
神
病
床
を
内
科

・
慢
性
期
病
床
に
転
換
し
、

認
知
症
患
者
は
こ
の
病
床
に

入
院
し
て
総
合
診
療
医
と
精

神
科
医
の
共
診
を
受
け
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
高
齢
の

認
知
症
患
者
は
多
く
の
身
体

合
併
症
を
伴
う
た
め
、
共
診

に
よ
り
早
期
退
院
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
急
性
期
に
お
け
る

処
置
後
の
在
院
日
数
の
長
さ

は
フ
レ
イ
ル
を
助
長
し
ま

す
。
従
っ
て
、
急
速
に
回
復

さ
せ
る
視
点
が
重
要
で
す
。

寝
た
き
り
が
半
減
す
れ
ば
、

結
果
的
に
健
康
な
有
職
老
人

が
増
え
て
生
産
性
が
上
が
り

ま
す
。
慢
性
期
医
療
の
充
実

が
、
今
後
の
日
本
を
支
え
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
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